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「ス
マ
ー
ト
農
業
」と
い
う
言
葉
を
最
近
よ
く

耳
に
す
る
。
「農
業
の
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
」で
、
生
産
者
の
経
営
の

効
率
化
、
作
業
の
省
力
化
に
向
け
、
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
や
ク
ラ
ウ
ド
型
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
い
う
。
曽
根
農
事

組
合
（丹
波
地
区
）
で
は
、
数
年
前
か
ら
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
水
稲
一
斉
防
除
を
実
施
。
今
年
は
、

小
回
り
が
利
き
、
音
の
静
か
な
小
型
ド
ロ
ー
ン
を

使
用
し
、
品
種
別
に
２
回
防
除
を
行
っ
た
。
良
質

米
仕
上
げ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

 電話 0771（82）3822  ＦＡＸ 0771（82）2700 
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曽根地区：ドローンによる一斉防除 
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続
く
第
２
圃
場
（
坂
原
下
地
）
は
、
道
の
駅
「
和
」
の
近
く
に
位
置
す
る
水

路
を
挟
ん
だ
約
２
０
０
㎡
の
畦
畔
だ
。
第
１
圃
場
と
同
じ
要
領
で
種
子
を
散
布

し
、
肥
料
を
播
く
。 

 

全
工
程
終
了
後
、
片
山
代
表
か
ら
の
「
今
後
、
坂
原
あ
ぐ
り
で
し
っ
か
り
管

理
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
の
力
強
い
言
葉
に
農
業
委
員
会
と
し
て
も
出
来
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
く
と
約
束
し
た
。 

 

播
種
作
業
か
ら
２
か
月
が
過
ぎ
た
圃
場
は
、
一
面
緑
に
覆
わ
れ
た
が
、
す
べ

て
が
芝
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
雑
草
を
抑
え
な
が
ら
芝
の
繁
茂
を
待
つ
一
年
目

は
、
追
播
に
加
え
、
高
刈
り
等
の
除
草
作
業
や
施
肥
な
ど
の
管
理
が
特
に
大
切

で
あ
り
、
今
後
の
定
着
状
況
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
京
丹
波
町
に
最
も
適
合
す
る
種
子
の
種
類
確
定
に
向
け
、
種
子
業
者
と
と

も
に
見
守
っ
て
い
き
た
い
。 

    
畦
畔
管
理
の
省
力
化
に
挑
戦
②
（
農
政
部
会
） 

   

５
月
17
日
、
昨
年
か
ら
始
動
し
た
坂
原
実
証
圃
（
和
知
地
区
）
に
お
い
て
、

播
種
作
業
を
実
施
し
た
。 

 

畦
畔
緑
化
計
画
（
春
播
き
）
の
時
期
と
し
て
は
、
順
延
が
難
し
い
日
程
で
天

候
が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
前
日
か
ら
降
り
続
い
て
い
た
雨
は
当
日
の
明
け
方

に
ぴ
た
り
と
止
ん
だ
。
青
空
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
『
坂
原
あ
ぐ
り
』
（
片
山

睦
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
と
農
業
委
員
の
代
表
に
よ
る
播
種
作
業
を
開
始
し
た
。 

 

『
坂
原
あ
ぐ
り
』
は
、
地
域
の
農
業
振
興
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
団
体

で
、
構
成
員
は
代
表
の
片
山
睦
さ
ん
（
72
歳
）
を
中
心
に
地
元
の
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
や
認
定
農
業
者
、
団
体
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

60
か
ら
70
歳
代
の
男
性
13
人
。
町
外
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
化
が
拍
車

を
か
け
管
理
が
で
き
ず
預
か
る
農
地
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
中
山
間
地
を

代
表
す
る
広
大
な
畦
畔
の
草
刈
作
業
は
大
き
な
負
担
と
な
る
ば
か
り
だ
。 

 

地
区
内
の
５
年
後
、
10
年
後
の
農
業
を
考
え
る
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
実

質
化
に
向
け
た
話
し
合
い
か
ら
畦
畔
管
理
省
力
化
に
向
け
た
実
証
圃
の
取
り

組
み
を
決
定
し
た
。 

 

実
証
圃
は
、
坂
原
地
内
の
圃
場
２
箇
所
。
第
１
圃
場
（
坂
原
西
）
の
畦
畔

面
積
は
、
約
２
４
０
㎡
。
土
壌
が
見
え
る
ま
で
レ
ー
キ
で
草
や
苔
を
掻
き
と

り
、
４
分
割
し
た
畦
畔
に
４
種
類
の
種
子
を
散
粒
器
で
散
布
し
た
。
種
子
の

流
出
を
防
ぐ
た
め
、
ス
コ
ッ
プ
の
背
で
た
た
き
土
壌
に
密
着
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
だ
。 

 

自
然
と
役
割
が
分
担
さ
れ
無
駄
の
な
い
作
業
が
進
ん
で
い
く
の
は
、
常
日

頃
か
ら
地
元
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
と
感

銘
を
受
け
た
。  

 
 

 農業委員会事業特集 

 

和知地区坂原第１圃場 
 

農
政
部
会
と
し
て
、
草
刈
り
作
業
の
軽

減
に
む
け
、
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
で
す

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
播
種
作
業
へ
の
参
加
は
、
部

会
か
ら
代
表
者
の
み
と
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
継
続
事
業
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
ま

す
。 

 
 

（
瀬
野
農
政
副
部
会
長
談
） 

和知地区坂原第２圃場 

Ｒ
２
・
７
寄
稿

（
広
報
部
会
委
員 

山
田
進
・
岩
崎
弘
） 



 

３ 

 

 

農
地
を
守
る
た
め
に
～
利
用
状
況
調
査
～ 

 
 
 
 
 

 
 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
（
農
地
部
会
） 

 

 

農
業
委
員
会
（
農
地
部
会
）
で
は
、
年
１
回
、
農
地
法
に
基
づ
き
町
内
農

地
の
総
て
に
つ
い
て
利
用
状
況
調
査
を
行
う
。
今
年
度
は
、
調
査
期
間
を
７

月
８
日
か
ら
８
月
７
日
と
し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
中
心
に
農
業

委
員
、
補
助
員
が
連
携
し
調
査
を
実
施
し
た
。 

町
内
の
利
用
状
況
調
査
か
ら
新
し
く
遊
休
農
地
と
判
定
さ
れ
た
農
地
の
確

認
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
対
象
地
と
位
置
づ
け
９
月
25
日
に
実
施
し
た
。 

あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
あ
っ
た
が
、
10
人
の
農
地
部
会
委
員
が
１
筆
ご

と
に
再
確
認
を
行
い
、
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
。
新
た
に
遊
休
農
地
と

判
定
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
法
に
基
づ
き
所
有
者
に
対
し
、
今
後
の
利

用
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を
実
施
す
る
。 

も
と
も
と
、
中
山
間
地
で
条
件

不
利
地
が
多
い
地
域
で
あ
る
。
農

業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、

有
害
獣
被
害
の
増
大
に
よ
る
意
欲

の
低
下
に
加
え
、
相
続
等
に
よ
る

不
在
地
主
も
増
加
し
、
農
地
を
守

る
こ
と
が
厳
し
い
状
況
下
で
、
委

員
と
し
て
何
と
か
せ
ね
ば
と
い
う

重
責
を
感
じ
て
い
る
が
、
解
消
へ

の
道
の
り
は
遠
い
と
い
う
の
が
現

実
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
、
農
業
者
に
寄
り

添
い
た
い
と
思
う
。 

 

（
広
報
部
会
委
員 

川
邉
） 

 

回
答
書
に
か
か
る
意
見
交
換
会
を
実
施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
農
政
部
会
） 

令
和
２
年
３
月
31
日
、
京
丹
波
町
に
提
出
し
た
「
令
和
２
年
度
農
業
施
策

等
に
関
す
る
意
見
書
」
に
対
す
る
回
答
書
が
京
丹
波
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
。 

農
政
部
会
で
は
回
答
書
の
内
容
を
協
議
し
、
よ
り
良
い
農
政
に
向
け
町
農

林
振
興
課
と
意
見
交
換
会
を
計
画
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
が
遅

れ
た
が
、
６
月
26
日
に
実
現
し
た
。 

当
日
は
、
町
行
政
に
対
し
特
に
農
業
者
か
ら
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
有
害

獣
対
策
を
中
心
に
後
継
者
問
題
や
コ
メ
の
認
証
制
度
の
早
期
実
現
な
ど
回
答

書
を
掘
り
下
げ
た
質
問
や
意
見
交
換
を
行
い
、
京
丹
波
町
に
お
け
る
農
業
施

策
の
充
実
と
発
展
を
確
認
し
あ
っ
た
。 

 
 

 

（
広
報
部
会
委
員 

松
野
） 

●有害獣対策；サル対策の強化と周知は？ 

 捕獲檻の導入を実施（Ｒ1）。京都府特定鳥獣保護

管理計画に基づき実施していく。「おじろ用心棒式電

気柵」等の対策も継続して行っていく。 

●京力農場プランの推進に積極的な取り組みは？ 

 関係機関で構成する農地利用推進チームで農地利

用の最適化等と合わせ取り組みを展開中。今後、農

地利用最適化推進委員とも連携をはかり推進する。 

回答書から（抜粋） 

農地パトロール写真 



 

４ 

 

空
き
家
と
セ
ッ
ト
で
農
地
の
取
得
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
や
す
く
な
り
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 

 

～
下
限
面
積
特
別
規
程
の
制
定
で
農
地
を
守
る
（
農
地
部
会
） 

 

京
丹
波
町
で
は
、
空
き
家
の
増
加
と
と
も
に
不
在
地
主
等
が
増
加
し
、
耕

作
や
管
理
が
難
し
い
農
地
が
年
々
増
え
て
い
る
。 

 

一
方
、
田
舎
暮
ら
し
に
よ
る
『
家
庭
菜
園
』
を
希
望
す
る
人
や
他
地
域
か

ら
の
移
住
で
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
と
志
す
人
も
増
え
て
い
る
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
に
ぎ
わ
い
創
生
課
と
連
携
し
、
そ
う
し
た
人
が
京
丹

波
町
に
定
住
し
、
農
地
を
取
得
し
や
す
く
す
る
制
度
を
定
め
た
。 

 

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
、
京
丹
波
町
で
空
き
家
に
付
随
す
る
農
地
を
空

き
家
と
セ
ッ
ト
で
取
得
す
る
場
合
に
限
り
、
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
下
限
面

積
要
件
を
２
，
０
０
０
㎡
か
ら
１
㎡
ま
で
引
き
下
げ
る
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
下
限
面
積
要
件
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地

付
き
空
き
家
の
取
得
（
売
買
）
が
し
や
す
く
な
る
。
地
域
内
外
か
ら
の
新
規

就
農
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
だ
け
で

な
く
、
流
出
を
防
ぎ
、
遊
休
農
地
や
空
き
家
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で 

 

 

 

京
力
農
場
プ
ラ
ン 

 

 
 
 

～
み
ん
な
で
話
し
合
お
う 

未
来
の
設
計
図
～ 

 
 
 
 
 
 

 

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
な
ど
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
る
中
で
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
の
た
め
に
は
、
地

域
で
話
し
合
う
こ
と
が
解
決
の
近
道
で
あ
り
、
地
域
の
農
業
の
在
り
方
な

ど
を
明
確
化
し
た
「
将
来
の
設
計
図
」
を
作
る
こ
と
が
京
力
農
場
プ
ラ
ン

だ
。
京
力
農
場
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
農
林
振
興
課
に
聞
い
た
。 

●
ど
う
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
の
？ 

 

集
落
で
共
通
の
認
識
を
持
つ
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
で
す
。 

 

＝
ま
ず
は
、
地
域
全
体
で
担
い
手
等
の
現
状
を
把
握
し
よ
う
。 

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
次
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？ 

 

地
図
を
作
成
し
ま
す
。 

 

＝
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
目
で
見
て
わ
か
る
よ
う
に
営
農
者
の
年

齢
層
、
後
継
者
の
有
無
な
ど
の
現
状
を
書
き
込
み
、
地
域
の
５
年
後
、
10

年
後
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
農
地
を
使
い
進
め
て
い
く
か
を
話
し
合
お
う
。 

●
話
し
合
っ
た
結
果
（
将
来
の
方
針
）
は
、
修
正
で
き
る
の
？ 

 

修
正
可
能
な
、
地
域
と
と
も
に
進
化
す
る
計
画
で
す
。 

 

＝
プ
ラ
ン
は
一
度
作
成
す
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
み
ん
な

で
作
り
、
実
践
し
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
修
正
し
て
い
こ
う
。 

●
町
内
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？ 

 

８
つ
の
地
域
で
実
質
化
さ
れ
た
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、
16
の
地
域
で
プ

ラ
ン
の
作
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
補
助
金
等
の
支
援
を
受
け

る
場
合
、
プ
ラ
ン
作
成
が
要
件
に
な
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
林

振
興
課
（
電
話 
８
２
ー
３
８
０
８
）
ま
で
。 

（
広
報
部
会
委
員  

岩
崎
弘
） 

（
広
報
部
会
委
員  

伊
藤
） 

 農
地
法
３
条
に
よ
る
許
可
要
件 

空
き
家
と
セ
ッ
ト
の
み
１
㎡
ま
で
引
き
下
げ 

 

●
耕
作
す
る
農
地
の
合
計
面
積
が
２
，
０
０
０
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

●
所
有
又
は
借
り
て
い
る
農
地
の
す
べ
て
を
効
率
的
に
耕
作
し
て
い
る
こ
と 

 

●
申
請
者
又
は
世
帯
委
員
等
が
農
作
業
に
常
時
従
事
し
て
い
る
こ
と 

 

●
申
請
農
地
の
周
辺
の
農
地
利
用
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
こ
と 



 

５ 

～農業者のための年金で、あなたも安心で豊かな老後を～ 

 

 

京
都
府
立
農
業
大
学
校 

令
和
３
年
度
学
生
募
集 

 
次
世
代
の
京
都
農
業
の
担
い
手
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

《
願
書
受
付
期
間
及
び
試
験
日
》 

 
 

前
期 
受
付 

令
和
２
年
12
月
３
日
か
ら
16
日 

 
 

 
 

 
試
験 

令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
） 

 
 

後
期 

受
付 
令
和
３
年
１
月
28
日
か
ら
２
月
８
日 

 
 

 
 

 

試
験 

令
和
３
年
２
月
22
日
（
月
） 

 
 

問
い
合
わ
せ
先 

京
都
府
立
農
業
大
学
校 

塩
見 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

電
話 

０
７
７
３
（
４
８
）
０
３
２
１ 

 
 

★
推
薦
出
願
は
終
了
し
て
い
ま
す 

 

 

      
 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

加入資格 ①２０歳以上６０歳未満の方 

     ②国民年金の第１号保険者 

     ③年間６０日以上農業に従事する方 

①積立方式・確定拠出型。（少子高齢化でも影響を受けません！） 

②保険料額は、月額２万円～６万７千円。（自分で、自由に設定・変更が可能） 

③終身年金で８０歳までの保証付き。（８０歳までに死亡した場合、死亡一時金を支給） 

④支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象。（忘れずに申告ください） 

絶対お得！農業者年金に加入しよう 
京丹波 味夢くん 

個人年金を検討されている方、ぜひ農業委員会までご相談ください 

保険料が国庫補助対象になる場合もあります！お近くの農業委員・推進

委員又は農業委員会事務局までお気軽にご相談ください！ 

 

農
業
者
年
金
加
入
推
進
で 

 
 
 
 
 
 

個
人
の
部 

最
優
秀
賞
受
賞 

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
老
後
を
豊
か
に
す
る
農
業
者
年
金
の

加
入
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

令
和
元
年
度
、
町
の
加
入
推
進
統
括

部
長
で
あ
る
谷
山
正
委
員
（
会
長
職
務

代
理
）
が
声
か
け
運
動
を
は
じ
め
と
す

る
取
り
組
み
か
ら
新
規
加
入
者
数
が
増

加
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
個
人
の
部 

最
優
秀
賞
を
受
賞
。 

『
農
業
者
の
た
め
の
年
金
を
今
後
も
み
な
さ
ん
に
お
勧
め
し
ま
す
』 

いつでも 相談 

  受付中！ 

老後の備えは 

 国民年金 

 プラス 

農業者年金！ 



 

６ 

  
 

 

 

 

 

 
 

農
業
委
員
会
委
員
改
選
特
集 

 森
田 

保
（
富
田
）
会
長 

法
改
正
後
の
委
員
活
動
は
、
地
域
農
業
の
牽
引

役
と
し
て
、
担
い
手
の
確
保
、
農
地
の
利
用
集

積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
等
、
人

と
農
地
の
課
題
解
決
に
向
け
、
京
力
農
場
プ
ラ

ン
実
質
化
へ
の
取
り
組
み
が
必
須
で
あ
る
。 

谷
山 

正
（
安
井
）
会
長
職
務
代
理
者 

職
務
代
理
と
し
て
、
地
域
に
お
い
て
は
担
い
手

「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」
の
活
動
・
支
援
を
目

標
に
充
実
し
た
活
動
が
で
き
た
。
町
全
体
と
し

て
担
い
手
不
足
の
解
消
が
１
番
の
課
題
。 

下
村 

虔
（
稲
次
）
広
報
部
会
長 

農
村
・
農
業
・
農
地
活
動
の
推
進
に
お
い
て
高

齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
が
課
題
。
地
区
連
絡

会
で
地
域
の
課
題
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
考
え
る
。 

岩
崎 

弘
一
（
曽
根
）
農
地
部
会
長 

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
顕
著
と
な
り
数
年

先
の
地
域
農
業
へ
大
き
く
影
を
落
と
す
現
状

だ
。
地
域
で
の
話
合
い
等
が
求
め
ら
れ
る
が

世
話
役
と
し
て
委
員
の
関
わ
り
方
が
課
題
。 

伊
藤 

康
彦
（
中
台
）
農
地
副
部
会
長 

委
員
会
が
所
管
す
る
農
家
台
帳
の
整
備
が
必

要
。
今
後
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る

農
地
の
荒
廃
が
懸
念
さ
れ
、
対
応
に
係
る
地

域
ご
と
の
協
議
が
必
要
と
考
え
る
。 

山
田 

進
（
高
岡
）
広
報
副
部
会
長 

「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
は
今
や
必
須
条
件
。

限
界
が
あ
る
小
集
落
単
位
で
な
く
地
域
と
し

て
エ
リ
ア
的
に
醸
成
し
て
い
く
必
要
性
を
痛

感
し
て
お
り
実
現
に
向
け
努
力
し
た
い
。 

瀬
野 
知
行
（
安
栖
里
）
農
政
副
部
会
長 

推
進
委
員
の
皆
様
に
、
任
務
遂
行
の
協
力
に

対
し
深
謝
申
し
上
げ
る
。
「
京
力
農
場
プ
ラ

ン
」
へ
の
取
組
強
化
を
は
か
り
、
農
用
地
の

有
効
利
用
と
荒
廃
防
止
が
最
大
の
課
題
。 

岩
崎 

浩
和
（
市
森
）
農
政
副
部
会
長 

委
員
と
し
て
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

動
で
き
る
人
材
育
成
が
必
要
と
痛
感
。
増
加

す
る
遊
休
農
地
と
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
に
は
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
が
必
須
。 

川
邉 

隆
夫
（
下
粟
野
）
農
地
副
部
会
長 

担
当
地
域
が
多
く
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き

ず
残
念
。
京
力
農
場
プ
ラ
ン
推
進
で
一
部
の

地
域
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
地
域
を
把
握

し
人
を
理
解
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
。 

松
野 

堯
俊
（
井
脇
） 

農
業
・
農
村
の
高
齢
化
は
、
年
々
加
速
し
て

い
る
現
状
に
あ
る
。
地
域
の
農
業
と
特
産
物

を
ど
う
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
が
今
後

の
課
題
と
考
え
る
。 

木
上 

實
（
大
倉
） 

非
農
家
で
あ
り
、
農
家
組
合
等
と
の
協
調
・

調
整
に
苦
労
し
た
。
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

の
な
か
、
い
か
に
農
地
を
守
っ
て
い
く
か
が

今
後
の
課
題
。 

 

野
口 

芳
彦
（
上
豊
田
） 

農
地
の
維
持
や
農
業
経
営
等
、
農
業
委
員
会

の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。
活

動
を
通
じ
、
農
地
維
持
の
将
来
性
の
不
安
か

ら
持
続
可
能
な
農
地
の
在
り
方
を
考
え
、
計

画
し
て
実
施
し
た
い
。 

森
田 

一
三
（
鎌
谷
下
） 

委
員
と
し
て
要
望
で
終
わ
ら
ず
提
案
が
で
き

る
活
動
へ
と
変
革
が
必
要
。
地
域
の
課
題
に

沿
っ
て
守
る
べ
き
農
地
を
明
確
に
し
委
員
そ

れ
ぞ
れ
が
目
標
を
も
っ
て
活
動
す
べ
き
だ
。 

山
内 

建
夫
（
下
山
） 

３
年
間
を
と
お
し
て
、
農
地
法
に
基
づ
く
審

議
の
奥
深
さ
を
痛
感
。
農
地
に
対
す
る
思
い

も
変
化
し
た
。
農
地
を
守
り
農
業
を
継
続
す

る
に
は
生
活
基
盤
の
向
上
が
必
要
。 

樹
山 

敬
二
（
上
野
） 

農
地
を
守
る
こ
と
、
農
業
と
農
業
者
を
守
る

こ
と
が
農
業
委
員
の
責
務
で
あ
る
と
思
う
。

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に
対
し
、
臨
機
応
変

な
対
応
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
課
題
。 

宇
野 

栄
晃
（
三
ノ
宮
） 

農
業
委
員
と
し
て
、
農
地
法
や
現
状
等
学
ぶ

と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
。
委
員
１
人
あ
た
り

の
担
当
地
区
が
多
く
、
地
区
す
べ
て
を
理
解

す
る
こ
と
が
課
題
。 

上
田 

進
（
坂
井
） 

委
員
と
し
て
様
々
な
情
報
を
得
る
中
で
農
業

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
。
高
齢
化
等

に
よ
る
遊
休
農
地
の
増
加
か
ら
魅
力
あ
る
農

業
で
担
い
手
の
確
保
が
課
題
。 

山
田 

均
（
保
井
谷
）
農
政
部
会
長 

条
件
不
利
地
が
多
く
、
農
地
を
守
る
に
は
課
題

が
山
積
。
後
継
者
と
な
る
担
い
手
の
育
成
・
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
が
最
大
の
課
題
。 

阪
本 

豊
（
質
美
） 

農
業
委
員
と
し
て
、
農
地
部
会
に
所
属
し
、

多
く
の
事
例
を
勉
強
し
た
。
農
地
利
用
状
況

調
査
の
速
や
か
な
活
用
に
よ
る
調
整
が
今
後

の
課
題
。 

令
和
３
年
２
月
10
日
任
期
満
了 

 

今
年
度
任
期
満
了
を
迎
え
る
農
業
委
員
会

委
員
に
、
今
後
の
継
続
課
題
に
つ
い
て
意
見

を
聞
い
た
。 

 
 

 

（
広
報
部
会
委
員
） 

 

第
５
期
農
業
委
員 

※
委
員
名
下
の()

内
は
、
委
員
の
出
身
集
落
名 



 

７ 

  

 

 

 

初
代
農
地
利
用 

最
適
化
推
進
委
員 

片
山 

晃
次
（
坂
原
） 

 

 
 

 
 

和
知
地
区
連
代
表 

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
の
中

で
、
各
集
落
の
営
農
組
織
等

と
利
用
状
況
を
共
有
し
荒
廃

農
地
防
止
に
努
め
る
こ
と
が

委
員
の
任
務
だ
が
、
集
落
を

超
え
て
、
進
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
課
題
。 

松
谷 

實
二
（
高
岡
） 

 

地
域
差
は
あ
っ
て
も
特
産
物

の
作
付
け
面
積
の
減
少
を
感

じ
る
。
特
に
増
加
し
て
い
る

獣
害
対
策
が
作
業
意
欲
の
低

下
を
招
く
こ
と
か
ら
、
地
域

ぐ
る
み
の
解
決
策
を
見
出
す

こ
と
が
課
題
。 

村
上 

正
次
（
新
水
戸
） 

 

農
業
委
員
と
推
進
委
員
の
両
方

を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
農

地
を
守
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
。
担
い
手
の
確
保
が
最
大
の

課
題
で
あ
る
が
条
件
不
利
地
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
や
対

応
策
が
必
要
。 

野
口 
文
雄
（
蒲
生
） 

 

高
齢
化
が
進
む
中
で
の
草
刈

り
に
よ
る
保
全
管
理
は
い
ず

れ
限
界
が
来
る
。
広
葉
樹
の

植
林
な
ど
対
策
が
必
要
。
高

齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
と

獣
害
が
最
大
の
課
題
。 

岩
崎 

雅
人
（
曽
根
） 

 

形
と
な
る
活
動
が
で
き
ず
に
残

念
。
京
力
農
場
プ
ラ
ン
等
に
つ

い
て
、
取
り
組
み
を
進
め
る
に

は
期
間
が
短
か
す
ぎ
る
と
感
じ

た
。
農
地
は
、
個
人
の
財
産
で

あ
り
、
踏
み
込
め
な
い
と
こ
ろ

も
大
き
い
。 

木
村 

智
史
（
下
山
） 

 

担
当
す
る
全
て
の
地
域
の
農

家
と
話
を
す
る
に
至
れ
な

か
っ
た
。
推
進
委
員
と
し
て

得
た
情
報
や
知
識
を
担
当
地

区
へ
周
知
・
反
映
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
課
題
と
考
え

る
。 

 
 

 

阪
田
定
一
郎
（
下
山
） 

 

推
進
委
員
と
し
て
活
動
し
地
産

地
消
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

不
作
付
地
が
増
加
し
、
荒
廃
の

恐
れ
が
あ
る
農
地
の
解
消
が
課

題
。
委
員
と
し
て
良
い
も
の
を

作
れ
ば
必
ず
売
れ
る
こ
と
を
検

証
し
た
い
。 

浅
井 

明
美
（
森
） 

 

推
進
委
員
と
し
て
の
役
割
把
握
に
時
間
を
要
し
た
が
、
他
の

地
域
の
情
報
共
有
が
で
き
活
動
の
参
考
と
な
っ
た
。
荒
廃
農

地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
課
題
。 

松
村 

兼
次
（
大
朴
） 

 

任
期
満
了
ま
で
、
推
進
委
員

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
。
他
地
域
と
の
意
見

交
流
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢

化
と
併
せ
、
集
落
営
農
組
織

や
法
人
も
後
継
者
不
足
が
課

題
と
考
え
る
。 

細
井 

貞
武
（
八
田
） 

 

農
地
利
用
状
況
調
査
に
よ

り
、
年
々
不
耕
作
地
が
増
加

傾
向
に
あ
る
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
何
と
か
す
る

た
め
に
は
ま
ず
、
集
落
等
で

の
話
し
合
い
が
大
切
と
考
え

る
。 

塩
谷 

文
雄
（
水
原
） 

 

経
験
不
足
等
か
ら
、
委
員
と

し
て
担
当
地
区
へ
の
積
極
的

な
参
加
が
で
き
ず
反
省
。
自

分
自
身
、
方
向
性
の
確
定
も

見
い
だ
せ
て
い
な
い
が
担
当

地
域
の
状
況
把
握
が
一
番
の

課
題
と
考
え
る
。 

古
谷 

孝
夫
（
粟
野
） 

 

推
進
委
員
と
し
て
、
現
地
活

動
を
主
に
担
当
し
た
。 

農
家
台
帳
や
農
地
台
帳
の
整

備
や
情
報
の
デ
ー
タ
化
を
行

う
た
め
の
委
員
活
動
が
必
要

と
感
じ
た
。 

藤
井 

保
（
水
呑
） 

 

推
進
委
員
活
動
の
中
で
地
域

の
農
地
荒
廃
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。 

委
員
同
士
が
連
携
し
、
課
題

で
あ
る
耕
作
放
棄
地
を
少
し

で
も
解
消
し
た
い
。 

山
根 

宏
（
質
美
） 

 

中
山
間
地
域
の
農
地
存
続
は

米
作
に
頼
っ
て
い
る
が
、
新

し
い
作
物
の
導
入
が
必
要
と

考
え
る
。
一
番
の
課
題
は
後

継
者
の
こ
と
。
個
人
で
な
く

組
織
づ
く
り
が
重
要
。 

大
槻 

三
明
（
中
山
） 

 

担
当
地
区
す
べ
て
の
把
握
が

難
し
か
っ
た
。
農
地
を
守
る

に
は
集
落
営
農
等
組
織
の
構

築
、
担
い
手
の
確
保
、
新
規

就
農
者
の
受
け
入
れ
と
農
業

の
継
続
フ
ォ
ロ
ー
、
獣
害
対

策
が
大
き
な
課
題
だ
。 

山
口 

均
（
長
瀬
） 

 

５
年
先
、
10

年
先
の
不
安
が

現
実
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

農
家
の
高
齢
化
や
人
口
減
少

は
、
不
可
避
で
あ
り
こ
れ
か

ら
が
知
恵
比
べ
の
始
ま
り
と

考
え
る
。 

片
山 

栄
治
（
広
瀬
） 

 

推
進
委
員
活
動
で
農
地
の
荒

廃
と
担
い
手
不
足
が
深
刻
な

状
況
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
。
農
業
施
策
の
有
効
活

用
は
基
よ
り
現
状
に
即
し
た

リ
ー
ダ
ー
育
成
、
後
継
者
づ

く
り
が
課
題
。 

児
玉 
彩
子
（
広
野
） 

 

課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
「
守
る
べ
き
農

地
は
守
る
」
こ
と
を
念
頭
に
地
区
内
外
で
の

情
報
共
有
や
交
流
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。 

 

村
岸 

豊
（
下
粟
野
） 

条
件
不
利
地
で
あ
る
中
山
間
地
で
、
手
間
と

コ
ス
ト
削
減
を
行
い
つ
つ
、
収
益
の
あ
が
る

品
目
づ
く
り
が
課
題
。
力
を
入
れ
た
い
。 

北
村 

和
夫
（
実
勢
） 

 

 
 

 
 

丹
波
地
区
連
代
表 

代
表
と
し
て
推
進
委
員
活
動

が
軌
道
に
乗
る
ま
で
苦
労
し

た
。
担
当
地
区
の
課
題
を
把

握
、
解
決
に
向
け
て
ま
ず
動

く
こ
と
が
大
切
と
感
じ
た
。 

輕
尾 

孝
（
東
又
） 

 

 
 

 
 

瑞
穂
地
区
連
代
表 

京
力
農
場
プ
ラ
ン
に
よ
り
守

る
べ
き
農
地
を
確
定
す
る
こ

と
が
大
切
、
コ
ロ
ナ
関
係
で

活
動
が
止
ま
り
残
念
だ
。
集

落
機
能
の
存
続
が
課
題
。 



 

８ 

 

 
 

 
昨
年
12
月
以
降
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
を
中
心
に
発
生
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
は
、
短
期
間
で
全
世
界
に
広
が
っ
た
。
今
年
７
月
下
旬
あ
た
り
か
ら
は
、
国
内

各
地
で
爆
発
的
な
増
加
と
な
り
第
２
波
の
段
階
を
迎
え
た
と
さ
れ
た
。
当
初
は
、
東
京
や

大
阪
と
い
う
「
大
都
市
で
の
感
染
拡
大
」
と
安
易
に
感
じ
て
い
た
が
、
「
京
都
丹
波
地
区

（
亀
岡
市
・
南
丹
市
・
京
丹
波
町
）
」
に
お
い
て
も
感
染
者
が
発
生
、
徐
々
に
続
出
傾
向

と
な
り
、
新
し
い
生
活
様
式
の
導
入
な
ど
、
誰
も
が
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
な
い
状
況
へ
と

変
貌
し
た
。 

 

特
に
第
３
次
産
業
と
言
わ
れ
る
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
打
撃
は
大
き
く
、
中
で
も
飲
食
の

提
供
や
旅
行
業
と
い
っ
た
集
団
で
密
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
業
種
は
、
存
続
の
危
機
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
朝
市
へ
の

来
店
者
や
他
府
県
か
ら
の
常
連
客
が
減
少
し
、
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
声

が
日
増
し
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
よ
う
だ
。 

 

米
を
京
都
市
内
に
あ
る
京
料
理
の
『
老
舗
の
料
亭
』
（
東
京
・
横
浜
・
仙
台
・
軽
井
沢

の
有
名
ホ
テ
ル
に
支
店
が
あ
る
）
と
契
約
販
売
を
し
て
い
る
知
り
合
い
の
農
家
は
、
生
産

地
の
自
然
状
況
や
気
象
、
土
壌
条
件
と
水
、
「
合
鴨
農
法
」
に
も
似
た
手
法
で
「
低
農
薬

有
機
栽
培
」
と
い
う
付
加
価
値
を
作
り
出
し
、
高
額
で
取
引
を
し
て
い
た
。
今
年
４
月
か

ら
は
、
発
注
数
量
が
激
減
し
、
５
・
６
・
７
月
は
発
注
が
無
。
月
平
均
15
袋
程
度
の
出
荷

が
皆
無
と
な
り
、
「
持
続
化
給
付
金
」
を
申
請
し
た
と
聞
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
宿
泊
者

や
来
店
者
」
が
無
い
と
い
く
ら
付
加
価
値
を
付
け
て
も
経
営
が
成
り
立
た
な
い
の
が
現
状

だ
。
半
面
、
「
ネ
ッ
ト
販
売
」
や
「
ク
チ
コ
ミ
販
売
」
と
い
っ
た
「
個
人
家
庭
用
」
の
米

は
よ
く
売
れ
て
お
り
、
手
渡
し
可
能
で
宅
配
代
金
の
か
か
ら
な
い
（
京
都
市
内
や
亀
岡
市

な
ど
）
近
隣
の
消
費
者
が
多
く
、
ど
こ
の
農
家
も
今
年
は
在
庫
が
無
い
と
聞
く
。
や
は
り

在
宅
に
よ
る
夕
食
の
増
加
が
要
因
か
と
推
察
す
る
と
こ
ろ
だ
。 

 

米
農
家
と
い
う
経
営
者
に
と
っ
て
、
今
回
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
は
高

級
路
線
で
の
販
売
継
続
か
、
一
般
的
な
消
費
者
に
向
け
た
販
売
網
を
再
構
築
す
る
か
と
い

う
岐
路
に
立
つ
と
も
い
う
べ
き
転
換
期
で
は
な
い
か
、
一
農
家
と
し
て
私
自
身
も
既
存
路

線
か
ら
の
過
渡
期
と
な
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。 

  

 

 

第
５
期
農
業
委
員
会
広
報
部
会

と
し
て
、
最
後
の
広
報
誌
を
出
す

こ
と
が
で
き
、
委
員
一
同
ほ
っ
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年

度
は
、
京
都
府
農
業
委
員
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
『
奨
励
賞
』
を
受

賞
し
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り

し
、
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト 

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
活
動
事
例
も
載
っ
て
ま
す
。 

農
業
の
最
新
情
報
や
地
域
の
明
る
い
話
題
な
ど
を
紹
介
！ 

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
！
知
り
た
い 

話
題
が
あ
れ
ば
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

京
丹
波
町
の
話
題
も
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

●
令
和
２
年
６
月
号
京
都
版
「
農
業
者
年
金
推
進
活
動
表
彰
」 

●
令
和
２
年
７
月
号
近
畿
版
「
京
丹
波
町
Ｍ
Ｃ
Ｐ
あ
わ
ほ
」 

●
令
和
２
年
７
月
号
京
都
版
「
畦
畔
管
理
省
力
化 

坂
原
あ
ぐ
り
」 

●
令
和
２
年
９
月
号
近
畿
版
「
農
家
の
声
を
町
農
政
に
反
映
」 

 

発 

行 

毎
週
金
曜
日 

 

購
読
料 

月
額 

７
０
０
円 

★
購
読
申
込
は
、
農
業
委
員
ま
た
は
、
事
務
局
ま
で 

編

集

後

記 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
農
家 

全

国

農

業

新

聞

を

読

も

う 

 

 

 

※
Ｒ
２
・
８
寄
稿 

 
 

（
広
報
部
会
委
員  

山
田
進
） 

（
下
村
編
集
長
） 

広報部会委員 


